
 

                          

               

              

◎園長挨拶  

○新入居の方の挨拶 

◇寄稿や写真、絵など 

■行事報告 

◆特集   「日常の生活について」 

「フレイル予防に努めよう」 

「職員の思い出の写真より」 

▲感染症対策  ●お知らせ 

【玄関前の花壇で見事に咲いた 1本のユリ】  

【
屋
上
の
床
工
事
が 

終
了
し
ま
し
た
】 

  



              

              

              

思い出、記憶、未来 
 

本当に、本当に暑い夏でありました。しかしながら「酷暑なにするものぞ！エイエイオー！」と皆

さんがお元気に過ごされたことは何よりも幸いです。ところで…、 

夏が来れば思い出す～♪はるかな尾瀬～遠い空～♫  

さあ、山口が「夏が来たら思い出す」のは以下のどれでしょうか。 

 

① 小学校のサッカークラブに入っていた少年時代。照り付ける日射しの下、友達とボールを追い回

していた時、乾いた地面から舞い上がる砂ぼこりの、あの匂い。 

② 吹奏楽部でトランペットに没頭していた高校時代、エアコンの無い音楽室であごから汗を滴らせ

ながら練習し、指の形に青く錆が浮き出ていた、あの楽器。 

③ 20 歳過ぎのとある夏の日、近所の居酒屋で生ビールが 1 杯なんと 90 円！同じアパートの友人と

浴びるように飲み、記憶を失った日の翌日の、あの頭痛。 

 

正解は①の「砂ぼこりの匂い」です。 

正しくは動いているときは匂いは分からないので、ボールがラインから出たときの束の間、周りを

見ながら顔をしかめて呼吸を整えるのとともに鼻の奥で砂ぼこりを感じていました。少年時代の瑞々

しい夏の思い出です。社会に出て外を駆け回ることが無くなって、より思い出す感じです。 

過去の出来事が思い出になること、逆に何だったのかよく思い出せなくなること、どちらも実は普

通なんです。というのは記憶というものは忘却とセットだそうです。記憶するのも容量に限度があり

ますので、忘れるのも記憶の整理の一つと言えます。とある国に 12 歳以降の自身の体験のすべてを

記憶している方がおられますが、記憶とともに感情まで呼び起こされてそれはそれは悩まれたそうで

す。記憶はアルバム写真のようにセピア色で良さそうですね。これから起こることも、過ぎてしまえ

ば過去のものとなりますので、目の前の一日一日を楽しく迎え、新鮮な良い記憶を重ねて行きたいで

すね。 

ちなみに上記の②と③も良い思い出です。③は今でもやっているとかいないとか…。 

 

サンホームの話題ですが、歴史的ともいえる酷暑の中、皆さんがお元気に過ごされていることは何

よりも幸いです。適切なセルフケアを為されている証だと思っております。そんな中、サンホーム屋

上の床の張り替え工事が終了しました。以前の人工芝から木目調のクロスに変わり明るい屋上になり

ました。暑さが落ち着いたら、何かお披露目会を行いたいですね！アイディアをお待ちしています。

（表紙の写真） 

もう一つ。9月 20日を持ちまして、サンホームは開寮 60周年となります。昭和 38年の開寮から、

これまでたくさんの入所者様、職員はじめ関係者の方々に支えられてきました。もう 60 年、まだま

だ 60 年、捉え方は様々かと思いますが、干支でいえば１周。先人の築いた歴史のバトンを受け、こ

れからの未来に向けて新たな気持ちで、そして前向きな毎日を過ごしたく思っております。 

皆様、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

令和 5年 9月吉日 

東京都同胞援護会 サンホーム園長    山口 慎二 

 



 
  

【
挨
拶
】 

 
 
 
 
 

髙
橋 

吉
子 

 

令
和
五
年
五
月
に
入
居
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

長
い
間
、
自
由
気
ま
ま
に
生
活
し
て
来
た
自
分
に

は
、
団
体
生
活
と
云
う
か
、
今
だ
に
ホ
ー
ム
の
生
活

に
慣
れ
な
い
ば
か
り
で
す
。 

職
員
、
ホ
ー
ム
の
皆
様
に
は
、
と
て
も
親
切
に
笑

顔
で
迎
え
て
下
さ
り
、
心
強
く
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

こ
の
先
、
分
か
ら
な
い
事
、
色
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
平
穏
な
生
活
が
送
れ
ま
す
様
、
お
仲
間
に
入

れ
て
下
さ
い
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

【
挨
拶
】 

 
 
 
 
 

笹 

千
寿
子 

 

つ
い
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど 

昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を 

 

伊
勢
物
語
よ
り 

 

 

高
齢
者
な
ら
で
は
味
わ
え
ぬ
日
々
を
過
ご
せ
た
ら

幸
せ
で
す
。 

皆
様
の
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
中
で
穏
や
か
に

過
ご
さ
せ
て
頂
き
感
謝
し
て
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 【

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
楽
し
み
と
悩
み
】 

 

渡
辺 

良
子 

 

今
私
は
、
週
一
回
食
事
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

通
っ
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
デ
イ
は
、
今
、
心
身
共
の

や
す
ら
ぐ
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
到
着
し
て
す
ぐ
体

温
と
血
圧
測
定
を
受
け
る
だ
け
で
、
ま
ず
は
、
お
茶

を
飲
み
乍
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
。 

始
め
の
う
ち
は
気
遣
い
も
あ
っ
た
り
、
こ
の
時
間

は
勿
体
無
い
と
思
っ
た
り
し
た
が
、
馴
れ
た
ら
そ
う

ば
か
り
で
は
な
い
‼ 

こ
の
、
身
も
心
も
ゆ
っ
た
り

し
た
時
間
が
頭
を
も
休
ま
せ
て
く
れ
、
私
に
は
自
分

で
は
作
れ
な
い
休
息
の
時
間
と
な
っ
て
い
る
事
が
解

か
っ
て
き
た
。 

 

デ
イ
で
の
活
動
は
主
に
午
後
で
あ
り
、
午
前
中
は 

「
ご
ぼ
う
先
生
の
体
操
」
と
「
口
腔
体
操
」
を
少
し
、

そ
し
て
あ
い
間
あ
い
間
は
歌
詞
付
き
の
歌
が
流
れ
、

そ
れ
を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
皆
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て

い
る
。 

 

本
来
の
目
的
で
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
は
、
理
学
療
法
士

に
よ
る
全
体
体
操
が
三
十
分
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
又
脳

ト
レ
的
な
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
が
結
構
ハ
ー
ド
で
や

っ
た
！
感
が
あ
る
。
又
個
々
、
個
人
に
合
っ
た
運
動

も
指
導
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
私
の
行
く
日
は
「
音
楽
レ
ク
」
が
あ
り
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
色
々
な
歌
が
楽
し
め
る
。

こ
の
歌
う
と
い
う
行
為
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も

意
外
に
気
分
の
発
散
に
な
る
事
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ

は
良
い
‼ 

思
え
ば
こ
れ
が
ス
ト
レ
ス
解
消
や
気
分

転
換
の
一
助
に
も
な
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
悩
み
、
こ
れ
は
食
事
の
事
。
特
に
主
菜
が

ホ
ー
ム
と
ダ
ブ
ル
こ
と
で
あ
る
。
先
日
な
ど
、
昨
夜

食
べ
た
ホ
ッ
ケ
が
同
じ
塩
焼
き
で
出
て
き
、
エ
ー
     

と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
鮭
や
豚
肉
の
ダ
ブ
り
が

続
き
、
食
傷
気
味
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
苦
手

な
ホ
ッ
ケ
と
き
た
か
ら
こ
れ
は
も
う
“
と
ど
め
”
を

さ
さ
れ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。
ウ
ー
ン
、
こ
れ
は
し
か

し
こ
れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
慣
れ
る
し
か

な
い
か…

。
豚
肉
の
頻
度
は
か
な
り
高
い
だ
ろ
う…

が
。
こ
の
事
は
三
度
三
度
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

に
慣
れ
た
、“
贅
沢
さ
”
へ
の
一
石
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
送
迎
付
き
と
い
う
こ
れ
も
又
“
恵
ま
れ
た
贅

沢
さ
”
の
デ
イ
を
、
今
日
も
私
は
楽
し
ん
で
こ
よ
う
。 

 

【
花
瓶
の
花
】 

 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

和
子 

 

こ
れ
は
誰
が
挿
し
た
の
か
。 

あ
ま
り
綺
麗
だ
っ
た
の
で
写
真
に
残
し
ま
し
た
。 

     

 

新
入
居
者
の
挨
拶 

寄
稿
や
写
真
、
絵
な
ど 



【
野
菊
】 

 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

和
子 

 

遠
い
山
か
ら
吹
い
て
来
た 

小
寒
い
風
に
乗
り
な
が
ら 

気
高
く
清
く
匂
う
花 

綺
麗
な
野
菊 
う
す
む
ら
さ
き
よ 

 

【
歩
み
の
会
】 

 
 
 

 
髙
橋 

吉
子 

 

空
は
青
く 

白
い
雲 

川
辺
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音 

草
花
を
愛
で
な
が
ら 

ゆ
っ
く
り
歩
く 

 

初
夏
の
風 

楽
し
い
一
時
で
し
た 

        

               

               

ス ク ラ ッ チ ア ー ト 

【季節の花と動物たち】  

黒川 秀昭  

塗 り 絵 

【 十 五 夜 】  

長谷川 和子  

絵の具絵【野菜】  松山  雅子  

【 ツ ツ ジ 】 塗 り 絵 【 ア ジ サ イ 】  

境野 由紀子 



               

              

              

絵の具絵【女性】 伊藤 恵美子  

【玄関前の風景】 長谷川 和子  

【紅葉】  神谷  尚男  



サツマイモ苗植え 
毎年恒例の苗植えです。 

11月の収穫が楽しみです。 

 

七夕飾り 
色々と工夫して綺麗な飾りを

作りました。 

 

 

塗り絵と 

スクラッチアート 
皆さん一生懸命です。 

 

              

              

              

行 事 報 告 

来月のこだわりの逸品です。 

ハンバーガーですって！お楽しみに！ 

 

レ ク リ エ ー シ ョ ン         

美味しかった！ 

月に 1回ぐらい提供してほしいですね          



 

                          

                            

                            

菖蒲祭り  6月のレクで北山公園の菖蒲祭りに行って来ました。 

あいにくの雨でしたが、菖蒲が満開で皆楽しく散策していました。 

お楽しみドライブ   
大型映像館観賞後は自由散策。良かった、楽しかった、また連れて行って欲しい等、好評多数 



                            

                            

                            

納
涼
祭 

 

今
年
の
納
涼
祭
も
、
昨
年
と
同
じ
形
式
の
「
昼
食
」「
ゲ
ー

ム
」「
お
や
つ
」
の
三
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
お

に
ぎ
り
弁
当
を
注
文
し
ま
し
た
が
、
職
員
が
思
っ
た
以
上
に

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
食
事
の
時
間
は
普
段
と

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「
も
つ
煮
」

が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
こ
の
も
つ
煮
、
年
に
一
度
の
超

レ
ア
メ
ニ
ュ
ー
で
職
員
か
ら
の
人
気
も
高
い
ん
で
す
。 

  

ゲ
ー
ム
は
「
射
的
」「
輪
投
げ
」「
ス
カ
ッ
と
ボ
ー
ル
」
の

三
種
類
で
、
景
品
も
用
意
し
ま
し
た
。
射
的
や
輪
投
げ
は
、

多
少
馴
染
み
の
あ
る
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
得
意
な
方
も
い
ま
し

た
が
、
ス
カ
ッ
と
ボ
ー
ル(

ゴ
ル
フ
の
パ
タ
ー
と
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
足
し
た
感
じ)

は
、
穴
に
入
り
そ
う
で
入
ら
ず
、
皆

さ
ん
苦
戦
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
人
、
周
り
で
見
て
い
る
人
も
、
目
の
前
の
結
果
に
声
を

上
げ
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

お
や
つ
に
は
「
ス
イ
カ
」
の
他
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
用
し
て
、
壁
一
面
に
花
火
大
会
の
映
像
を
流
し
て
、
甘
い

ス
イ
カ
だ
け
で
な
く
、
納
涼
の
雰
囲
気
も
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ス
プ
ー
ン
で
種
を
先
に
取
る
方
、
か
ぶ
り
つ
い

て
種
を
出
す
方
と
食
べ
方
は
分
か
れ
ま
す
が
、
花
火
の
映
像

を
見
な
が
ら
会
話
が
弾
み
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
。 

 



                            

                            

                            

特集① 日頃の生活について（毎日の事なので、なあなあになっていませんか） 

日頃の生活の事についてのお知らせです。新入居の方や長くサンホームで生活している方も

再確認して頂きたいです。入居時にお渡ししている「生活のしおり」の洗濯と入浴につい

て確認をしていきます。生活のしおりの④と⑦を参照して下さい。 

生活のしおりを再度読み直してみて下さい。不明点は職員に聞いて下さい。 

洗
濯
後
の
清
掃
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

次
に
使
う
人
の
事
を
考
え
て
下
さ
い
。 

◎誰が使用しているのか確認できない人がいます。これは、洗濯機が終わっているの 

に、取り込みを忘れ、次の人が使用出来ない等があります。職員が声掛けをしてスム

ーズに洗濯機を使用出来る様にするためでもあります。 

◎8月の定例集会でもお伝えしていますが、洗濯機をお湯だけ（60℃）で使用するの

は、故障の原因となります。洗濯機の耐熱が 50℃の仕様になっていますので、ご協

力お願いします。 

衣類の洗濯表示は 40℃を限度としているものが多いようです。一度確認してみて

ください。 

・
浴
室
に
入
っ
た
ら
ま
ず
は
下
洗
い
。 

・
身
体
を
洗
う
前
に
は
周
囲
の
状
況
を
確
認
、
シ
ャ
ワ
ー
も

同
様
で
、
人
に
か
か
ら
な
い
様
に
意
識
す
る
。 

・
椅
子
は
洗
っ
て
か
ら
片
付
け
る 

・
浴
室
か
ら
出
る
時
は
し
っ
か
り
と
身
体
を
拭
き
上
げ
る
。 

 
入浴マナー 



                            

                              

                                

今回のサンホーム便りの文字（フォント）を全面的に変更しています。今回使用

したフォントはユニバーサルデザインフォントです。（UDフォント） 

「ユニバーサルデザイン」のコンセプトに基づいた、誰にとっても見やすく読みや

すいフォントです。 読みやすさに加えて、遠くからでもわかりやすく読み間違い

がないように、可読性や視認性、判読性が高くなるようにデザインされているのが

特徴です。いかがでしょうか？ 

フレイルとは 
年齢とともに心身の活力（筋力や認知機能など）が低下して、要介護状態となるリスクが高い状態

です。加齢とともに体力や気力が弱り要介護の危険性が高い状態です。いわば、健康と要介護の中

間あたりの状態の事といえます。フレイルの段階で適切に対処すれば、心身の健康を取り戻す事が

できます。 

フレイル対策として①「十分な栄養摂取」②「適度な運動で体力つくり」③「積極的な社会参加」

この 3つのポイント「食べて・動いて・人とつながること」を日常生活の中に意識して取り入れて

いくことで良い環境が生まれ、フレイルの予防、改善が出来ます。このように要介護状態にならな

いように日頃から意識して活動を心がけて頂ければと思います。 

サンホームはこの 3つのポイントに取り組んでいます。 

 

 

① 十分な栄養摂取 

栄養士によりメニューが毎日 3食提供されていますので、しっかりと食べて栄養をしっかりと摂り

ましょう。たまに、「お楽しみ食事会」「郷土料理」「こだわりの逸品」等、日頃食べられないメニュ

ーが並びます。同時に水分補給もしっかりして体調管理に努めましょう。 

 

② 適度な運動で体力つくり 

毎朝のラジオ体操は心身を目覚めさせ、1日の活力になります。 

また 30分程度の椅子に座った運動のはつらつ体操や卓球同好会に参加して、 

適度な運動を心がけてみてはいかがでしょう。 

 

③ 積極的な社会参加 

麻雀、読書、カラオケ、卓球、音楽、書道等に参加する事で、人とつながる機会になります。この

他に「定例集会」「園内清掃」「防災訓練」等の全体行事に参加する事で、社会参加と同等な成果が

あると思います。 

 

日頃行っている散歩や趣味活動などもフレイル予防として継続していきましょう。 

特集② フレイル予防に努めよう！ 
 



 

                                

                                

               

                 

特集③ 職員の思い出の写真より 

【私たち二人は誰でしょう？】 

3歳と 7歳の七五三のお祝い写真です。この時は可愛いかったのですが・・・ 

これは、貴重な 2人の写真です。誰だか分かりますか？ 

調理員による手作りパイです。 

ブルベリーチーズとカスタードアップルと 

白玉あんこの 3種類でした。 

お味はいかがでしたか。食べたいスイーツ

を調理員にリクエストしてみてはいかがで

しょう！ 



                                

                      

 

サンホームだよりに掲載されている文章、個人名、写真等は、個人情報保護の観点から全て 

御本人又は保証人様の承諾を得て掲載しております。 

ホームページのお知らせ

毎月の予定表と日々の出来事を掲載し更新しています。http://www.douen-sunhome.jp 
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お知らせとお願い（令和 5年 9月現在） 

 

日頃より新型コロナウイルス感染症予防対策にご協力いただきありがとうございます。 

先の見通しがつき辛い状況が続いている事を踏まえ、今後も以下のように対応してまいります。 

ご不便をおかけしますが、引き続きご協力の程宜しくお願い致します。  

 

１、外出について  

感染症対策をお願いします。混雑する場所や時間を避けて行動をお願いします。感染状況によって、

制限をかけさせていただく場合もあります。 

 

２、面会を含む館内への立ち入りを一部緩和しました。 

・今まで通り玄関より PHSでの連絡、面会票の記入をお願いします。 

・保証人及び親族について人数、時間制限なし。但し共用部は使用せず、自室での面会をお願いしま

す。（検温、消毒、マスク着用）。 

・友人等については、これまで同様、館外での面会をお願いします。 

・ヘルパーにおいては業務時間内でお願いしています。 

  

３、熱発時の居室対応の依頼 

発熱が確認された際には、他の感染症と同様に自室内でお過ごしいただくようにご協力お願いしま

す。対象となった方へ個々にお知らせいたします。 

  

４、マスク着用のお願い 

 『高齢者など重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設などへ訪問する時』

はマスクの着用が推奨されています。引き続き館内でのマスクの着用をお願いします。食事を食べ

るとき、お茶を飲むとき以外、公共の場においてはマスクの着用をお願いいたします。ご自身の部

屋から出る際、外出する際にも 必ず着用していただきますようお願いいたします。    

以上が現時点でのお願いとなりますが、不明点などご相談ください。 

 

今後の動向によって、都度変更を行いながら対応してまいります。ご不便をおかけしますが、ご協

力の程宜しくお願い致します。なお施設内の感染症対策として、手すりの消毒、食堂席のパーテーシ

ョンは、定期的に消毒を実施。職員においては出勤前の体調管理、出勤時の検温と記録、毎週 1回の

PCR検査を継続し実施しております。 

http://www.douen-sunhome.jp/

